
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

8

定期考査 〇 〇 〇 1
合計

105

データの分析
適切な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの傾向
を把握して事象の特徴を表現する
力，実験などを通して判断したり，
批判的に考察したりする力などを養
う。

・データの整理
・データの代表値
・データの散らばりと四分位数
・分散と標準偏差
・２つの変量の間の関係
・仮説検定の考え方

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇 〇

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

式の計算
式を，目的に応じて1つの文字に
着目して整理したり，1つの文字
におき換えたりするなどして既に
学習した計算の方法と関連付け
て，多面的に捉えたり，目的に応
じて適切に変形したりする力を培
う。

・多項式の加法減法
・多項式の乗法
・因数分解

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 10

実数
実数が四則演算に関して閉じている
ことや，直線上の点と1対1に対応し
ていることなどについて理解すると
ともに，簡単な無理数の四則計算が
できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 8

1
１次不等式
不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解するとともに，不等式の
性質を基に1次不等式を解く方法を
考察したり，具体的な事象に関連し
た課題の解決に1次不等式を活用し
たりする力を培う。

○

○ ○

10

定期考査 ○
・不等式の性質
・１次不等式
・絶対値を含む方程式不等式

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○

○ 1

集合と命題
集合と命題に関する基本的な概念を
理解し，それを事象の考察に活用で
きるようにする。

・集合
・命題と条件
・命題と逆，裏，対偶
・命題と証明

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

定期考査 〇 〇 〇 1

２次関数とグラフ
２次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，２次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータなどの情報機器を用いてグ
ラフを描くなどして多面的に考察す
る。

○ ○ 1○

・関数とグラフ
・２次関数のグラフ
・２次関数の最大最小
・２次関数の決定

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇

定期考査

３
学
期

図形と計量
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解し，三角比の相互関係な
どを理解できるようにする。 ま
た，日常の事象や社会の事象などを
数学的にとらえ，三角比を活用して
問題を解決する力を培う。

・三角比
・三角比の相互関係
・三角比の拡張
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の応用
・三角形の面積

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

・実数
・根号を含む式の計算

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けることができる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

２
学
期

〇 16

〇 18

２次方程式と２次不等式
２次方程式や２次不等式の解と2次
関数のグラフとの関係について理解
し，２次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

・２次方程式
・２次関数のグラフとx軸の位置関
係
・２次不等式

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇 〇 20

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けることができる。

数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形し
たりする力，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に
表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付
けて考察する力，問題を解決したり，解決の過程や
結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数研出版　新編　数学Ⅰ

数学

問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・集合の要素 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ 4

〇 1

場合の数と確率
・順列の考え方を、具体的な事象
を通して理解し、いろいろな場合
の数を求められるようにする。
・円順列、重複順列について理解
し、順列の考え方を用いて場合の
数を求められるようにする。

・順列 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 〇定期考査

２
学
期

場合の数と確率
・樹形図を用いて、場合の数の数
え上げができるようにする。
・和の法則、積の法則の利用場面
を理解し、具体的な場面で場合の
数を求められるようにする。

・集合の要素の個数 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○１
学
期

集合
・集合の概念や共通部分、和集
合、部分集合、補集合、ド・モル
ガンの法則について理解させる。

場合の数と確率
・和集合および補集合について理
解し、それらの要素の個数を求め
ることができるとともに、具体的
な場面で利用できるようにする。

・根元事象が同様に確からしい場
合の確率の意味を理解し、いろい
ろな具体例における確率を求める
ことができるようにする。
・加法定理や余事象を利用して、
確率を求めることができるように
する。

・確率の基本性質 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

場合の数と確率
・組合せの考え方を理解し、いろいろな
場合の数を求められるようにする。
・組合せと順列の考え方の違いを理解し
て使い分けることができる。
・同じものを含む順列について、組合せ
を用いて考察し、総数を求めることがで
きるようにする。

・具体例を通して施行と事象の意
味および、事象を集合で表される
ことを理解させる。
・確率の定義を理解し、確率を求
めることができるようにする。

・事象と確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

定期考査 ○ ○

5

配当
時数

・集合 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○ 3

○ 5

4

・組合せ 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 5

思 態

1

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

場合の数と確率、図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の
性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実
な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力、数理的に考察
する力を養う。

○

○ ○ ○ 5

○

新編　数学Ａ（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知



1
合計

70

〇 〇

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

・空間図形と多面体・正多面体の特徴を理解し、面・
頂点・辺の数を求めることができ
るようになる。
・凸多面体について、オイラーの
多面体定理が成り立つことを考察
することができる。

定期考査 ○ ○ 〇

3

・三角形の３辺の垂直二等分線、
３つの角の二等分線、３本の中線
が、それぞれ１点で交わることを
理解し、三角形の外心、内心、重
心について理解させる。

・三角形の外心・内心・重心

・空間における２直線の位置関
係、直線と平面の位置関係、２平
面の位置関係を理解し、それらに
ついて考察できるようにする。

・直線と平面 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・円と直線の関係について、円外の点
から円に引いた２つの接線の長さが等
しいことや、接弦定理、方べきの定理
について理解させる。
・円と接線の性質、接弦定理、方べき
の定理を用いて、線分の長さを求める
ことができるようにする。

・円と直線 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 4

・２円の位置関係が５通りあるこ
とを理解し、２つの円の半径、中
心の距離との関係を考察すること
ができるようにする。
・２つの円の共通接線の定義を理
解し、その長さを求められるよう
にする。

・２つの円 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇

定期考査 ○ ○ ○ 1

・期待値の意味を理解し、期待値
を求めることができるようにす
る。

・期待値 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○ 2

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・線分の内分・外分を理解し、三
角形の角の二等分線の辺について
考察する。
・定理を適切に利用して、線分の
比を求めることができるようにす
る。

・三角形の辺の比 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇〇

２
学
期

・具体的な例を通して、条件付き
確率の意味を理解し、条件付き確
率を求めることができるようにす
る。
・条件付き確率の式から乗法定理
を導き、乗法定理を利用して確率
を求めることができるようにす
る。

・条件付き確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

定期考査 ○ ○

・具体的な例を通して、独立な試
行の確率の求め方を理解し、独立
な試行の確率を求めることができ
るようにする。
・既習の確率の知識を利用して、
反復試行の確率を求めることがで
きるようにする。

・独立な試行と確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇

３
学
期

・チェバの定理・メネラウスの定
理について理解させる。
・チェバの定理・メネラウスの定
理を用いて、線分の比、共点、共
線に関する基本的な問題が解くこ
とができるようにする。

・チェバの定理・メネラウスの定
理

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・円に関する基本的な性質とし
て、弧と弦の性質について理解さ
せる。
・円に内接する四角形の性質や四
角形が円に内接するための条件を
利用して問題が解くことができる
ようにする。

・円に内接する四角形 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 2

3

2〇

○ 4

〇 1

〇 5



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度(２学年用) 教科 数学  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

48

定期考査

○

図形と方程式
・座標や式を用いて、直線の性質や
関係を数学的に表現する。また、そ
の有用性を認識させ、事象の考察に
活用できるようにさせる。

・直線上の点
・平面上の点
・直線の方程式
・2直線の関係

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○ 14

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三
角関数及び微分・積分の考え方についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学
化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考
察する力、座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し、方程式を用いて図
形を簡潔・明瞭・的確に表現したり、図形の性質を論理的に考察したりする力、関数
関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力、関数の局所的
な変化に着目し、事象を数学的に考察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統
合的・発展的に考察したりする力を養う。

新編　数学Ⅱ（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

態

○ ○ 〇

○

○

・角の拡張
・三角関数
・三角関数のグラフ

1

○ ○ 11

配当
時数

○ 12

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 13

指数関数と対数関数
・指数関数及び対数関数について理
解し、それらを事象の考察に活用で
きるようにさせる。

・指数の拡張
・指数関数
・対数とその性質
・対数関数
・常用対数

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

三角関数
・加法定理を理解し、それらを事象
の考察に活用できるようにさせる。

・三角関数の性質
・三角関数を含む方程式、不等式
・加法定理
・加法定理の応用

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

○

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 11

三角関数
・角の概念を一般角まで拡張するこ
とにより、三角関数に関する様々な
性質や式とグラフの関係について多
面的に考察できるようさせる。

1

式と証明
・数の範囲や式の性質に着目するこ
とにより、等式や不等式が成り立つ
ことが証明できるようにさせる。

○

○ 〇

12

定期考査 ○

13

○ 1〇

２
学
期

複素数と方程式
・方程式についての理解を深め、数
の範囲を複素数まで拡張して2次方
程式を解くことができるようにさせ
る。
・剰余の定理や因数分解を利用し
て、高次方程式を解くことができる
ようにさせる。

・複素数とその計算
・2次方程式の解
・解と係数の関係
・剰余の定理と因数定理
・高次方程式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

・恒等式
・等式の証明
・不等式の証明

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

定期考査

１
学
期

式と証明
・多項式の乗法・除法及び分数式の
四則計算について理解させる。

・3次式の展開と因数分解
・二項定理
・多項式のわり算
・分数式とその計算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
考査、授業の取り組み



56

36

定期考査 ○ ○ 〇 1

微分法と積分法
・微分係数や導関数の意味について
理解し、それらの有用性を認識する
とともに，事象の考察に活用できる
ようにさせる。
・導関数の理解を深めるとともに、
導関数の有用性を認識できるように
させる。

・微分係数
・導関数とその計算
・接線の方程式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 18

微分法と積分法
・積分の考えについて理解し、それ
らの有用性を認識するとともに、事
象の考察に活用できるようにさせ
る。

14

・関数の増減と極大・極小
・関数の増減・グラフの応用
・不定積分
・定積分
・定積分と面積

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

18

140

合計

３
学
期

図形と方程式
・円の性質や関係について、その有
用性を認識するとともに，事象の考
察に活用できるようにする。
・不等式を満たす点の集合が、座標
平面上の領域を表すことを理解する
とともに，それらを事象の考察に活
用できるようにさせる。

・円の方程式
・円と直線
・2つの円
・軌跡と方程式
・不等式の表す領域

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

等差数列と等比数列
・等比数列の公比、一般項につい
て理解する。初項と公比を文字で
表して、条件から数列の一般項を
決定できる。
・等比数列の和の公式を、適切に
利用して数列の和を求めることが
できる。

・等比数列
・等比数列の和

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 4

漸化式と数学的帰納法
・和の求め方を工夫して、数列の
和が求められる。
・漸化式を適切に変形して、その
数列の特徴を考察することができ
る。

・いろいろな数列の和
・漸化式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 〇 5

確率分布
・確率変数の期待値、分散、標準
偏差を求めることができる。

・確率変数の期待値と分散 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ 5

・等差数列
・等差数列の和

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 4

〇 1

いろいろな数列
・∑の意味と性質を理解して、数
列の和が求められる。
・階差数列を利用して、もとの数
列の一般項が求められる。

・和の記号∑
・階差数列

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 〇定期考査 ○

確率分布
・確率変数や確率分布について、
用語の意味を理解する。
・確率変数の確率分布を求めるこ
とができる。

・確率変数と確率分布 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○

定期考査
○ ○

１
学
期

等差数列と等比数列
・数列やその一般項の表し方につ
いて理解する。数列に関する用
語，記号を適切に用いることがで
きる。

等差数列と等比数列
・等差数列の公差、一般項につい
て理解している。初項と公差を文
字で表して、条件から数列の一般
項を決定できる。
・等差数列の和の公式を適切に利
用して、数列の和が求められる。

○ ○ 4

5

配当
時数

・数列と一般項 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列、統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに、数学
と社会生活の関わりについて知識を深め、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的
に表現し考察する力、日常の事象や社会の事象
を数学科し、問題の解決をしたり、解決の課程
や結果を振り返って考察したりする力を養う。

新編　数学B（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2



２
学
期

確率分布
・正規分布に従う確率変数Xを標準
正規分布に従う確率変数Zに変換で
きる。

・正規分布 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 4

確率分布
・標準正規分布に従う確率変数Zに
ついての確率を求めることができ
る。

・標準正規分布

定期考査 〇 〇 〇 1

統計的な推測
・推定に関わる用語、記号を適切
に活用することができる。
・信頼区間の考え方を用いて、母
平均や母比率の推定ができる。

・推定 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 4

統計的な推測
・仮説検定に関わる用語を適切に
活用することができる。
・仮説検定の考え方を用いて、日
常の身近な事象に対する主張を検
定することができる。

・仮説検定 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 4

統計的な推測
・母集団分布と大きさ１の無作為
標本の確率分布が一致することを
理解し、母平均、母標準編纂を求
めることができる。

・母集団と標本 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

統計的な推測
・母平均と母標準偏差から標本平
均の期待値と標準偏差を求めるこ
とができる。
・標本平均の分布を正規分布で近
似して確率を求めることができ
る。

・標本平均の分布 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 3

定期考査
○ ○ 〇 1

確率分布
・確率密度関数や分布曲線の定義
を理解し、連続型確率変数につい
て、確率を求めることができる。

・連続した値をとる確率変数 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ 4

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 3

〇 〇 5

○ 〇 1

確率分布
・確率変数の和の期待値を求める
ことができる。
・確率変数の独立について理解し
ている。

・確率変数の和と積 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇

３
学
期

確率分布
・反復試行の結果を二項分布を用
いて表すことができる。
・二項分布に従う確率変数の期待
値や分散を求めることができる。

・二項分布 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

定期考査 ○

○ 4

合計

70



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

２次関数とグラフ
２次関数の値の変化やグラフの特
徴を理解するとともに，２次関数
の式とグラフとの関係について，
コンピュータなどの情報機器を用
いてグラフを描くなどして多面的
に考察する。

・関数とグラフ
・２次関数のグラフ
・２次関数の最大最小
・２次関数の決定

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 4

図形と計量
三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。

・三角比
・三角比の相互関係
・三角比の拡張
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の応用
・三角形の面積

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 〇 5

場合の数と確率
・樹形図を用いて、場合の数の数
え上げができるようにする。
・和の法則、積の法則の利用場面
を理解し、具体的な場面で場合の
数を求められるようにする。

・集合の要素の個数 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ 5

・実数
・根号を含む式の計算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 4

〇 1

２次方程式と２次不等式
２次方程式や２次不等式の解と2次
関数のグラフとの関係について理
解し，２次関数のグラフを用いて2
次不等式の解を求められるように
する。

・２次方程式
・２次関数のグラフとx軸の位置関
係
・２次不等式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 〇定期考査 ○

データの分析
適切な統計量やグラフ，手法など
を選択して分析を行い，データの
傾向を把握して事象の特徴を表現
する力，実験などを通して判断し
たり，批判的に考察したりする力
などを養う。

・データの整理
・データの代表値
・データの散らばりと四分位数
・分散と標準偏差
・２つの変量の間の関係
・仮説検定の考え方

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○

定期考査
○ ○

１
学
期

展開と因数分解
・高校数学の基礎・基本である式
の展開、ならびに因数分解につい
てその方法を理解し、双方向の式
変更をできるようにする。

実数
・実数が四則演算に関して閉じて
いることや，直線上の点と1対1に
対応していることなどについて理
解するとともに，簡単な無理数の
四則計算ができるようにする。

○ ○ 4

5

配当
時数

・式の展開
・式の因数分解

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 〇 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学の基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、問題を解決するために事象を
数学的に解釈したり、知識を活用できるように
数学的活動を通して取得する。

数学を活用して、事象を論理的に思考する力、
数理的に問題を捉えて解決するための方法を考
察する力を養う。

看護医療系の数学Ⅰ＋A (シグマベスト) 

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

医療看護数学

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 医療看護数学
数学 医療看護数学 2



２
学
期

期待値
・期待値の意味を理解し、期待値
を求めることができるようにす
る。

・期待値 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 4

図形の性質
・線分の内分・外分を理解し、三
角形の角の二等分線の辺について
考察する。
・定理を適切に利用して、線分の
比を求めることができるようにす
る。

・三角形の辺の比

定期考査 〇 〇 〇 1

図形の性質
・チェバの定理・メネラウスの定
理について理解させる。
・チェバの定理・メネラウスの定
理を用いて、線分の比、共点、共
線に関する基本的な問題が解くこ
とができるようにする。

・チェバの定理・メネラウスの定
理

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 〇 6

整数の性質
・倍数の性質、約数を使った一次
不定方程式の解について考え、そ
のすべての解を一般化して表現す
ることができる。

・一次不定方程式 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 8

定期考査
○ ○ 〇 1

条件付き確率
・具体的な例を通して、条件付き
確率の意味を理解し、条件付き確
率を求めることができるようにす
る。

・条件付き確率 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ 4

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇 3

〇 〇 5

○ 〇 1

場合の数と確率
・順列の考え方を、具体的な事象
を通して理解し、いろいろな場合
の数を求められるようにする。
・組合せの考え方を理解し、いろ
いろな場合の数を求められるよう
にする

・順列
・組合せ

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇

３
学
期

独立な試行
・具体的な例を通して、独立な試
行の確率の求め方を理解し、独立
な試行の確率を求めることができ
るようにする。
・既習の確率の知識を利用して、
反復試行の確率を求めることがで
きるようにする。

・独立な試行と確率 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

定期考査
○

○ 4

合計

70



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度(３学年用) 教科 数学  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

48

２
学
期

いろいろな関数の導関数
・導関数の定義や公式を適用して，
いろいろな関数の導関数を導き，そ
れを用いて関数が微分できるように
する。また，陰関数や媒介変数で表
された関数の微分もできるように
し，それらを事象の考察に活用でき
るようにする。

・いろいろな関数の導関数
・第n次導関数
・曲線の方程式と導関数

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

・関数の極限
・三角関数と極限
・関数の連続性

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

定期考査

１
学
期

関数
・分数関数や無理関数の性質を理解
し，それを方程式や不等式の考察に
活用できるようにする。

・分数関数
・無理関数
・逆関数と合成関数

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
考査、授業の取り組み

関数の極限
・数列の極限と関連させて関数の極
限について理解し，関連して関数の
連続性についても理解するととも
に，それらを様々な関数の考察に活
用することができる。

○

○ 〇

12

定期考査 ○

導関数
・微分係数や導関数の定義を理解
し，導関数についての様々な性質や
公式を導き，それらを導関数の計算
に活用できるようにする。

・微分係数と導関数
・導関数の計算
・加法定理
・加法定理の応用

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、
粘り強く考え柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数列の極限
・数列の極限の概念を理解し，様々
な数列の極限が求められる。無限級
数については，その極限と各項の極
限との関係を理解し，正しく考察で
きる。

1

○ 13

導関数の応用
・導関数を，接線，関数の増減，グ
ラフ
などに活用できるようにするととも
に，積極的に導関数を活用しようと
する。

・接線の方程式
・平均値の定理
・関数の値の変化
・関数のグラフ

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ 13

○ 12

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○ 11

○ 1〇○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学科したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

数列や関数の値の変化に着目し、極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力、いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

新編　数学Ⅲ（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

態

○ ○ 〇

○

○

・数列の極限
・無限等比数列
・無限級数

1

○ ○ 11

配当
時数

定期考査

○

いろいろな応用
・関数のグラフを方程式や不等式の
考察に活用できるようにする。ま
た，点の運動や近似式についても理
解し，導関数を様々な方法で活用す
る。

・方程式，不等式への応用
・速度と加速度
・近似式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○ 14



56

36

３
学
期

定積分
・様々な関数の定積分を求められる
ようにする。また，定積分を面積と
して捉え，様々な事象の考察に活用
できるようにする。

・定積分とその基本性質
・置換積分と部分積分法
・定積分のいろいろな問題

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○ 18

積分法の応用
・定積分を活用して，面積，体積，
曲線の長さなどを求められるように
し，またそれらを通じて定積分の理
解をさらに深める。

14

・面積
・体積
・道のり

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

18

140

合計

○

定期考査 ○ ○ 〇 1

不定積分
・様々な関数の不定積分やその計算
法則を導関数をもとにして考え，そ
れをもとに不定積分を求められるよ
うにする。

・不定積分とその基本性質
・置換積分と部分積分法
・いろいろな関数の不定積分

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

○ 14

〇 1

ベクトルと平面図形
・位置ベクトルについて理解し，位置
ベクトルを図形の性質を調べるのに活
用できるようにする。また，図形をベ
クトルを用いて表せることを理解し，
基本的な図形のベクトル方程式を求め
たり，ベクトル方程式が表す図形を求
めたりできるようにする。

・位置ベクトル
・ベクトルの図形への応用
・図形のベクトルによる表示

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 〇
定期考査

○１
学
期

ベクトルとその演算
・向きと大きさをもつ量としてのベク
トルの意味およびその演算について理
解し，成分表示も含めてベクトルの演
算ができるようにする。また，ベクト
ルの内積について理解し，平面上のベ
クトルのなす角について考察できるよ
うにする。

定期考査

定期考査
○ ○

〇 〇 〇 1

媒介変数表示と極座標
・曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを理
解し，様々な曲線の媒介変数表示について考察
できるようにする。また，極座標の仕組みにつ
いて理解し，図形を極方程式で表したり，極方
程式が表す図形を求めたりできるようにする。
さらに，コンピュータを用いるなどして，様々
な曲線についてその方程式や概形について，主
体的に考察しようとする姿勢を養う。

・曲線の媒介変数表示
・極座標と極方程式
・コンピュータの利用

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ ○

定期考査
○ ○

２次曲線
・放物線，楕円，双曲線の定義や
性質を理解し，それらを図示した
り，問題の解決に活用したりでき
るようにする。また，離心率を用
いて2次曲線を統一的に捉えられる
ようにする。

・放物線
・楕円
・双曲線
・２次曲線の平行移動
・２次曲線と直線

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

〇 〇

合計

70

３
学
期

空間ベクトル
・平面上のベクトルの拡張として
空間のベクトルを捉え，空間図形
の性質の考察などに活用できるよ
うにする。また，それに関連し
て，座標空間における点や図形に
ついて考察できるようにする。

・空間の点
・空間のベクトル
・ベクトルの成分
・ベクトルの内積
・ベクトルの図形への応用
・座標空間における図形

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 〇

〇 1

〇 7

〇 〇 〇 7

定期考査

複素数平面
・複素数平面において複素数の演
算がどのように表されるかを理解
し，複素数の計算を図形を用いて
考察するとともに，図形の考察に
複素数の計算を活用できるように
する。

・複素数平面
・複素数の極刑式
・ド・モアブルの定理
・複素数と図形

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

10

配当
時数

・ベクトル
・ベクトルの演算
・ベクトルの成分
・ベクトルの内積

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査、授業の取り組み

○ 〇 〇 12

○ 15○ ○

〇 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創
造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその
図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着
目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

新編　数学C（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学C

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 数学C
数学 数学C 2



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 2

１次方程式
・１次方程式、連立方程式の解を
求めることができるようにさせ
る。

・１次方程式
・連立方程式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

文字式・整式の計算
・文字式、同類項の整理、指数法
則を用いて計算ができるようにさ
せる。

・文字式の表し方
・指数法則

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

比、割合
・比、割合の計算ができるように
させる。

・比例式
・割合の計算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 標準数学
数学 標準数学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学の基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、
事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察
する力、事象を数学的に考察し問題解決の過程
や結果を振り返って統合的・発展的に考察した
りする力を養う。

完全攻略　高校生の基礎数学トレーニング（実教出版）
完全攻略　高校生の一般常識＋SPI問題集 （実教出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

標準数学

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 2

配当
時数

１
学
期

数の計算
・四則演算、累乗、虫食い算、分
数の計算ができるようにさせる。

・四則やかっこの混じった式の
　計算
・小数・分数の計算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

比率と割合・比例と反比例
・比の計算、割合、比例と反比例
を理解させ、活用できるようにさ
せる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

乗法公式による展開と因数分解
・展開、因数分解ができるように
させる。

○ 2

定期考査 ○

無理数の計算
・平方根の計算、分母の有理化が
できるようにさせる。

・平方根の計算
・分母の有理化

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ 2

○

・乗法公式による展開
・因数分解

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○

・比の表し方・計算
・割合
・比例と反比例

四則計算、小数・分数の計算
・四則演算、小数の計算、分数の
計算ができるようにさせる。

・四則演算
・小数の計算
・分数の計算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○



○ ○ ○ 2

図形と角・合同な図形・平行線と
線分の比
・図形と角、合同な図形に関する
問題が解けるようにさせる。
・平行線と線分の比を求めること
ができるようにさせる。

・図形と角
・合同な図形
・平行線と線分の比

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

定期考査 ○ ○ 1

２次関数とグラフ
・２次関数のグラフ、放物線と直
線の交点を用いた問題が解けるよ
うにさせる。

・２次関数のグラフ
・放物線と直線の交点

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

１次関数とグラフ
・１次関数のグラフ、直線の式、
２直線の交点を用いた問題が解け
るようにさせる。

・１次関数のグラフ
・２直線の交点

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

仕事算・水槽算
・仕事算、水槽算の問題が解ける
ようにさせる。

・仕事算に関する問題
・水槽算に関する問題

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

年齢算
・年齢の差、年齢の比に関する問
題が解けるようにさせる。

・年齢の差に関する問題
・年齢の比に関する題

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

濃度算
・食塩水の濃度を求めることがで
きるようにさせる。

・食塩水の濃度
・水や食塩水を加える問題
・異なる濃度の食塩水を混ぜる問
題

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

２次方程式
・２次方程式の解を求めることが
できるようにさせる。

・２次方程式 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

不等式
・１次不等式、連立不等式の解を
求めることができるようにさせ
る。

・１次不等式
・連立不等式

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

2

１
学
期

料金
・料金に関する問題が解けるよう
にさせる。

・代金（料金）割引の計算問題
・代金の清算問題

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

損益
・損益の計算ができるようにさせ
る。

・定価、売価、利益 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

1

速さ・時間・距離
・速さ・時間・距離の計算、単位
の変換ができるようにさせる。

・距離、速さ、時間の計算
・単位の変換

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○

２
学
期

定期考査
○ ○



表の読み取り・資料の整理
・平均値、中央値、最頻値を求め
ることや、表の読み取りができる
ようにさせる。

・平均値、中央値、最頻値
・表の読み取り

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

さまざまな問題①
・距離、速さ、時間の関係、濃度
算に関する問題が解けるようにさ
せる。

・距離、速さ、時間の関係
・濃度算

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

さまざまな問題②
・不等式と領域、数列、対数に関
する問題が解けるようにさせる。

・不等式と領域
・数列
・対数

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

図形
・展開図、図形の照合に関する問
題が解けるようにさせる。

・展開図
・図形の照合

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

○ ○ ○ 2

表の読み取り
・表を読み取ることにより値を求
めることができるようにさせる。

・表の読み取り 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

平均の計算
・平均値の計算、データの合計値
の計算ができるようにさせる。

・平均値
・データの合計

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

順列・組み合わせ
・順列・組み合わせに関する問題
が解けるようにさせる。

・順列
・組み合わせ

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

確率
・確率に関する問題が解けるよう
にさせる。

・確率 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

三角比
・三角比に関する問題が解けるよ
うにさせる。

・三角比の定義・相互関係
・正弦定理・余弦定理・三角形の
面積

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

図形の面積・体積
・図形の面積・体積を求めること
ができるようにさせる。

・図形の面積
・立方体の表面積・体積

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

○ 1

３
学
期

場合の数と確率
・和の法則と積の法則、順列、組
合せ、確率に関する問題が解ける
ようにさせる。

・和の法則と積の法則
・順列・組合せ
・確率

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○

２
学
期



推論（正誤）
・正誤に関する推論の問題が解け
るようにさせる。

・命題 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

推論（順序）
・順序に関する推論の問題が解け
るようにさせる。

・順序の推論 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

集合
・集合に関する問題が解けるよう
にさせる。

・集合の要素の個数 【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査、提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 2

定期考査

○ ○

1

合計

70

３
学
期


